
　

新
た
に
確
保
し
た
財
源
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
急
増
な
ど
に
伴

い
、
新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
交
流
人
口
を
拡
大

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
に
必
要
と
し
て
き
た
も
の
の
ほ
か
、

さ
ら
な
る
観
光
施
策
の
充
実
に
充
て
て
い
き

た
い
。

　

宿
泊
税
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
北
海
道

と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
本
市
に

お
い
て
考
え
方
や
方
向
性
な
ど
を
整
理
し
、

制
度
設
計
の
た
め
の
手
続
き
を
進
め
る
。

　

総
務
大
臣
同
意
に
は
、
二
重
課
税
に
よ
る

過
重
な
納
税
者
負
担
の
考
え
方
や
課
税
方
法

の
整
理
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
北
海
道
と
協
議
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
他
都
市
な
ど

と
も
情
報
交
換
や
協
議
を
行
い
、
丁
寧
に
進

め
る
。

○
千
代
台
公
園
野
球
場
改
修
事
業
費

　

千
代
台
公
園
野
球
場
は
、
平
成
６
年
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
老
朽

化
に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
、
最
終
発
行
期
限
で
あ
る
合
併

特
例
債
を
活
用
し
、
年
度
内
に
終
了
可
能
な

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
具
体
的
に

は
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
設
備
更
新
の
ほ
か
、
メ

イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
防
水
・
観
客
席
交
換
、
メ

イ
ン
ス
タ
ン
ド
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
内
野
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
土
の
入
れ
替
え
、
ラ
バ
ー
フ
ェ

ン
ス
改
修
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
内
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
の
入
れ

替
え
の
ほ
か
、
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
の
硬
さ
な

ど
、
改
修
に
あ
た
っ
て
助
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
い
る
。

　

内
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
他
の
野
球
場
へ
搬
出
し
、
再
利
用
を
検

討
す
る
。

 

委
員
間
の
協
議 

議
案
第
１
号

○
国
際
化
施
策
推
進
費
増

　

今
後
、
在
住
外
国
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
中
、
相
談
窓
口
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ

と
は
、
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

市
内
の
在
住
外
国
人
だ
け
を
対
象
と
し
て

お
ら
ず
、
南
北
海
道
定
住
自
立
圏
の
事
業
と

し
て
、
圏
域
の
市
、
町
の
在
住
外
国
人
も
利

用
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

現
在
、
窓
口
へ
の
相
談
件
数
が
少
な
い
状

況
か
ら
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
交
流
会

等
を
活
用
し
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

在
住
外
国
人
の
雇
用
等
に
関
し
て
、
様
々

な
課
題
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
で
き
る
だ
け
き
め
細
か
く
慎

重
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

○
観
光
振
興
財
源
検
討
調
査
費

　

観
光
目
的
税
の
制
度
化
に
あ
た
っ
て
は
、

外
部
委
員
会
に
お
い
て
、
観
光
施
策
の
展
開

な
ど
を
示
し
、
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
確
認
で
き

た
。

　

観
光
目
的
税
が
、
本
市
の
さ
ら
な
る
観
光

振
興
に
期
待
で
き
る
。

　

宿
泊
事
業
者
の
負
担
や
、
北
海
道
と
の
連

携
等
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

○
千
代
台
公
園
野
球
場
改
修
事
業
費

　

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
不
具
合
が
生
じ

て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
利
用

の
た
め
に
必
要
な
改
修
で
あ
る
。

　

今
後
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
公
式
戦
開
催
に
つ
な
が
る
よ
う
、
誘
致
に

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　

入
れ
替
え
を
す
る
内
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土

を
、
市
内
の
他
の
野
球
場
へ
搬
出
し
、
再
利

用
を
検
討
す
る
な
ど
、
他
の
野
球
場
に
お
い

て
も
、
市
民
が
野
球
を
し
や
す
い
環
境
の
整

備
を
意
識
し
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

な
ど
の
意
見
が
あ
り
賛
成
。

 

主
な
論
点
・
疑
問
点
等 

議
案
第
１
号　

令
和
元
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
経
済
建
設
分
科
会
関
係
部

分
）

○
コ
ン
ブ
漁
業
作
業
省
力
化
研
究
事
業
費

　

・
事
業
目
的
や
実
施
内
容
お
よ
び
期
待
さ

　
　

れ
る
効
果

○
湯
の
川
冬
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
負
担
金

　

・
施
策
を
必
要
と
す
る
背
景
と
事
業
の
内

　
　

容
お
よ
び
効
果

議
案
第
２
号　

令
和
元
年
度
函
館
市
港
湾
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
若
松
地
区
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

　

・
事
業
内
容
と
推
進
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お

　
　

よ
び
財
源

 

主
な
理
事
者
の
説
明 

議
案
第
１
号

○
コ
ン
ブ
漁
業
作
業
省
力
化
研
究
事
業
費

　

コ
ン
ブ
漁
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
努

力
に
よ
っ
て
機
械
化
な
ど
効
率
化
が
図
ら
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
陸
揚
後
の
乾
燥

か
ら
出
荷
に
至
る
ま
で
の
労
働
負
担
は
依
然

と
し
て
大
き
く
、
人
手
の
確
保
も
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
コ
ン
ブ
漁
業
者
は
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
で
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
陸
揚

後
の
労
働
負
担
が
大
き
い
こ
と
も
減
少
の
要

因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
事
業
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
自
動
車
事
業

で
培
っ
た
生
産
管
理
方
法
や
作
業
・
業
務
の

改
善
ノ
ウ
ハ
ウ
を
コ
ン
ブ
養
殖
漁
業
の
陸
揚

後
の
生
産
現
場
に
活
用
で
き
な
い
か
を
調
査

す
る
も
の
で
あ
り
、
生
産
性
の
向
上
や
労
働

環
境
に
ゆ
と
り
が
で
き
る
こ
と
に
よ
る
コ
ン

ブ
漁
業
の
担
い
手
確
保
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

○
湯
の
川
冬
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
負
担
金

　

本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
傾
向
と
し
て
、

夏
季
に
比
べ
冬
季
は
半
減
す
る
状
況
が
続
い

て
お
り
、
冬
季
観
光
の
底
上
げ
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
冬
季
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

西
部
地
区
、
函
館
駅
前
、
五
稜
郭
エ
リ
ア
に

お
い
て
開
催
し
て
い
る
一
方
で
、
湯
の
川
エ

リ
ア
に
は
な
く
、「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ウ

ン
」
の
形
成
を
図
る
う
え
で
も
冬
季
の
イ
ベ

ン
ト
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

開
催
内
容
と
し
て
は
、
西
部
地
区
や
五
稜

郭
な
ど
他
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
同
じ
期
間
で
あ
る
12
月
か
ら
２
月
末
ま
で

の
３
か
月
間
、
湯
の
川
温
泉
の
足
湯
や
温
泉

街
の
メ
イ
ン
通
り
の
中
環
状
通
り
に
お
い

て
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
よ
る
光
の
演
出
を
行
う
ほ
か
、
湯
の
川
の

ま
ち
を
市
民
や
観
光
客
が
周
遊
し
な
が
ら
楽

し
め
る
よ
う
な
企
画
を
想
定
し
て
い
る
。

　

２
月
に
湯
の
川
の
ま
ち
を
舞
台
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
は
こ

だ
て
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
フ
ェ
ス
タ
」
や
民
間
に
よ
る

「
函
館
海
上
花
火
」
な
ど
、
ほ
ぼ
毎
週
末
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ウ
ン
の
推
進
と
冬
季
観
光
の

底
上
げ
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

議
案
第
２
号

○
若
松
地
区
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

　

事
業
内
容
と
し
て
は
、
若
松
ふ
頭
に
12
万

総
ト
ン
級
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
手
続
き
の
た
め
の
カ
ウ

経
済
建
設
分
科
会
議
案
７
件
を
審
査

は こ だ て 市 議 会 だ よ り
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